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し
て
き
た
こ
と
は
市
民
自
治
の
成
果

で
す
。そ
の
歴
史
の
上
に
、
施
設
周
辺

整
備
協
議
会
を
10
年
間
積
み
重
ね
、

2
0
1
9
年
新
焼
却
施
設
の
完
成
に

漕
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。

停
電
時
に
も
頼
り
に
な
る
「
ご

み
発
電
」で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
！

　

新
施
設
は
「
地
域
に
開
く
」
が
コ
ン

セ
プ
ト
。「
ガ
ラ
ス
ば
り
通
路
か
ら

依
存
し
な
い
地
域
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

産
地
消
が
実
現
し
ま
す
。二
酸
化
炭
素

1
0
0
0
ト
ン
削
減
が
見
込
ま
れ
る

「
キ
レ
イ
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
の
価

値
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

注
：�

1
6
8
0
k
W
蓄
電
池
は
、
一
般
向
け

E
V（
電
気
自
動
車
）27
台
分
に
相
当
。

注
：�

二
酸
化
炭
素
1
0
0
0
ト
ン
は
、
小
学
校

6
校
排
出
分
に
相
当
。

建
物
リ
ユ
ー
ス
で
、
環
境
啓
発
施
設

む
さ
し
の
エ
コ
r
e
ゾ
ー
ト
誕
生

　

そ
し
て
、
旧
施
設
の
ご
み
搬
入
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
巨
大
空
間
と
事
務

棟
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ご
み
減
量

と
環
境
啓
発
の
拠
点
「
む
さ
し
の
エ
コ

r
e
ゾ
ー
ト
」
の
誕
生
も
間
近
で
す
。

市
直
営
で
運
営
し
ま
す
が
、
名
称
・
コ

ン
セ
プ
ト
を
含
め
、
多
数
の
環
境
団
体

が
参
加
す
る
連
携
会
議
や
高
校
生
大

学
生
中
心
の
P
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
、
多
く
の
市
民
が
か
か
わ
る
形
で
進

め
て
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
会
議
が

滞
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
不

可
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
西
園
寺
み
き
こ

は
、
市
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
み
ん
な

で
施
設
を
育
み
活
用
す
る
、
そ
の
た
め

の
提
案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
発
電
で
き
る
ん
だ
か

ら
ど
ん
ど
ん
燃
や
し
て
も
い
い
の
で

は
？
」
に
は
反
対
で
す
。「
ご
み
を
増

や
さ
な
い
」
が
市
民
と
行
政
の
譲
れ
な

い
約
束
。生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主

張
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

武
蔵
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
議
員
　
西
園
寺
み
き
こ

　自民党の杉田水脈衆議院議員による「女性はいくらでも嘘を
つける」という性暴力被害者を侮辱するような発言は看過でき
ない出来事である。性暴力被害の問題は、個人の尊厳、人生や生
活に関わる重要な政治課題であり、公の立場にある人が正しい
知識をもたず差別につながるような言動を繰り返すことその
ものが重大な人権侵害だ。
　こうした言動が起こる背景には、性暴力を犯罪として規定す
る刑法の制度不備があり、そのことが被害者バッシングの風潮
を強める要因にもなっている。刑法は2017年に110年ぶりに
改正され、強姦の定義が変わり強制性交等罪となり、被害者が
女性だけでなく男性も対象となるなど改善もあった。しかし、
依然として暴行・脅迫要件があり、被害者はその証明のために
苦しい状況に立たされざるを得ない。暴行・脅迫を立証できる
ような激しい抵抗をしなければ、犯罪として起訴されない、と
いう法のつくりは被害者にとって理不尽以外の何物でもない。
　現在、刑法改正時の見直し規定に沿い、法務省に「性犯罪に
関する刑事法検討会」が設置され、議論が進められている。刑法
改正の見直しについては、被害当事者を含む多くの女性団体が
具体的な改正内容の提言を行っているが、東京・生活者ネット
ワークでは、この動きを受け刑法改正に向け、刑法改正につい
ての要望書を、10月6日付で内閣総理大臣、総務大臣、内閣府
特命担当大臣（男女共同参画）あてに提出した。具体的な要望項
目は、
❶強制性交等罪における暴行・脅迫要件の見直し　❷配偶者間

の強姦の明記　❸性交同意年齢の
引き上げ　❹公訴時効期間の撤廃も
しくは停止　❺地位・関係性を利用
した性交等を処罰規定の対象とする
こと　❻盗撮行為の位置づけ　❼加
害者更生プログラム受講の義務づけ　❽監護者性交等罪の範
囲拡大と適用範囲の拡大　❾障害児者被害の位置づけ——の
9項目である。
　海外ではすでに実施されている項目も多く、刑法以外の法整
備による相談から支援までの医療や心理、福祉分野の専門家連
携によるバックアップと併せ、国際基準の制度構築が必要だ。
　生活者ネットワークは、刑法改正に向けた動きを注視すると
ともに、性暴力を許さない社会づくりのため、これからも地域
から声をあげていく。

東京・生活者ネットワーク政策委員会・女性部会

刑法の制度
不備を問う

性
暴
力
を
絶
対
に
許
さ
な
い
！

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

刑
法
改
正
に
向
け
て
要
望
書
を
提
出

誰
で
も
自
由
に
見
学
で
き
る
」
の
が
特

徴
で
す
。大
人
も
子
ど
も
も
可
燃
ご
み

ピ
ッ
ト
で
ク
レ
ー
ン
の
動
き
を
な
ぜ

か
じ
っ
と
見
つ
め
て
し
ま
う
。そ
の
姿

を
ヒ
ン
ト
に
ト
ラ
イ
し
た
イ
ベ
ン
ト

「gom
i-pitBAR

（
ご
み
ピ
ッ
ト
バ
ー
）」

は
都
市
観
光
の
視
点
で
評
価
を
受
け

ま
し
た
。迷
惑
施
設
を
観
光
に
？　

マ

イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
た
の
も
市

民
の
力
で
す
。

　

焼
却
規
模
は
60
ト
ン
×
2
基
。

旧
施
設
比
4
割
縮
小
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
発
生
す
る
熱
を
①
発
電

（
1
万
３
5
9
5
M
W
h
：
2
0
1
9

年
度
実
績
）
し
、
②
蒸
気
利
用

（
5
5
4
0
ト
ン
：
同
）し
て
、隣
接
の

本
庁
舎
や
温
水
プ
ー
ル
等
に
供
給
し

て
い
ま
す
。大
規
模
停
電
に
な
っ
て
も

本
庁
舎
の
電
力
は
賄
え
る
「
電
力
の
自

立
」。こ
れ
は
大
き
な
安
心
で
す
。

夜
た
め
て
昼
に
供
給
　
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ご
み
発
電
は
昼
夜
問
わ
ず
で
す
が
、

需
要
は
昼
間
だ
け
。夜
間
の
余
剰
電

力
4
3
1
0
M
W
h
（
同
）を
売
電
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
環
境
省
の
補
助

を
受
け
蓄
電
池
を
設
置
。電
力
会
社
に

武蔵野市議の西園寺みきこ、新しいクリーンセンターの前で。�雑木林を思わせる外観、アースカラーの
落ち着いたデザイン。四方向すべてからアクセスできるオープンな施設を目指しました

ご
み
処
理
は
、自
区
内
処
理
と
市
民
自
治
で

未
来
に
つ
な
ぐ
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
／
む
さ
し
の
エ
コ
r
e
ゾ
ー
ト
発
進

　

迷
惑
施
設
の
典
型
、
ご
み
処
理
施

設
。旧
施
設
（
1
9
8
4
年
～
）
は
故

寄
本
勝
美
さ
ん
（
当
時
早
稲
田
大
学
教

授
）
を
委
員
長
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
で
夜
を
徹
し
て
話
し
合
い
「
自

分
た
ち
の
ご
み
は
自
分
た
ち
で
処
理

す
る
し
か
な
い
」
を
共
有
、
稼
働
後
も

行
政
と
市
民
の
信
頼
関
係
を
築
き
あ

げ
て
き
ま
し
た
。市
民
の
声
に
応
え
、

事
故
・
火
災
・
汚
染
等
常
に
情
報
公
開

　
人
口
14
万
7
０
０
０
人
の
武
蔵
野
市
は「
自
区
内
処
理
」の
原
則
に
則
り
、
市
役
所
す
ぐ
北
隣
に
ご
み
中
間

処
理
施
設
、
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。旧
施
設
の
老
朽
化
を
受
け
、
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
2
0
1
7
年
東
隣
に
竣
工
。旧
事
務
棟
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
環
境
啓
発
施
設
「
む
さ
し
の
エ
コ

r
e
ゾ
ー
ト
」を
こ
の
秋
開
設
し
ま
し
た
。

毎月11日に行われているフ
ラワーデモと10月11日の国
際ガールズ・デーにあわせ、東
京・生活者ネットワーク女性部
会の呼びかけでネット議員が
立川駅北口広場に集まり、性暴
力根絶と被害者差別への抗議
を訴えた。2020年10月11日

地域ネット

武蔵野ネット
アメリカ社会とBLM（ブラック・ライブズ・マター）
～黒人女性史の視点から
11月14日（土）14：00 ～ 15：30　武蔵野公
会堂第1・第2会議室（JR吉祥寺駅南口）　講演：
岩本裕子（浦和大学こども学部教授）　資料代
500円　定員50名　要事前申し込み、先着順
むさしの市民平和月間 2020 参加企画／後日動
画配信予定　主催：BLMを考える会　連絡先：
musashino@seikatsusha.net　FAX0422-36-
3767

練馬ネット
9 条スタンディング（毎月9日）
12月9日（水）12：00 ～ 13：00　練馬駅南
口前　主催：生活者ネット9条の会　03-3993-
4899

八王子ネット
ひとこと提案募集！
八王子・生活者ネットワークHP
https://hachiouji.seikatsusha.me/　042-623-
8802

国分寺ネット
「ひとこと提案」アンケート2020
国分寺・生活者ネットワークHP
https://kokubunji.seikatsusha.me/　042-328-
1864

調布ネット
お声をお寄せください
調布市議・木下やすこHP
https://kinoshita.seikatsusha.me/　042-487-
3087

杉並ネット
使い終わった食用油の回収
使い終わった食用油を回収して精製すれば、エ
コな燃料になります。受付：平日の 11：00 ～
17：00　回収ステーション：杉並・生活者ネッ
トワーク事務所（杉並区阿佐谷南 1-15-6 和久
井ビル 2階／南阿佐ヶ谷駅）　03-5377-5080

都議会ネット
■ 2021年度各局予算要求概要発表。



No.350  2020.11.1　〈第三種郵便物認可〉

「生活者通信」の購読者を募集　●定価：年間1000円　　［お申し込み方法］郵便振替をご利用ください（手数料ご負担ください）。振り込みが確認され次第、「生活者通信」をお届けします。お名前・ご住所・〒番号・電話番号・開始月を明記、口座番号 00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

テ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。情
報
通
信
技

術
の
進
歩
は
光
と
影
の
両
面
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。国
を
超
え
て
情
報
が
飛
び
交
う
世

界
で
は
、
個
人
情
報
・
デ
ー
タ
を
誰
が

ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
が
本
人
に
も

わ
か
ら
な
い
。本
来
、個
人
デ
ー
タ
は
本

人
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
デ
ー
タ
保
護

の
理
念
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
条
例
改
正
を
発
端
に
、
基
本
的

人
権
の
観
点
か
ら
個
人
デ
ー
タ
保
護

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
な
い
人

や
障
が
い
者
に
不
公
平
、
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
求
め
た
。

東
京
2
0
2
0
大
会
の
開
催
と
成

功
に
関
す
る
決
議
に
反
対

　

大
会
延
期
に
と
も
な
う
追
加
費
用

は
3
0
0
0
億
円
規
模
と
目
さ
れ
て

お
り
、
組
織
委
員
会
は
大
会
の
簡
素
化

を
検
討
し
た
が
、
削
減
は
3
0
0
億
円

に
と
ど
ま
る
見
通
し
だ
。さ
ら
に
、コ
ロ

ナ
対
策
費
用
は
膨
ら
む
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　

I
O
C
を
は
じ
め
組
織
委
員
会
、
新

首
相
も
、
な
ん
と
し
て
で
も
開
催
す
る

ん
だ
と
意
気
込
ん
で
い
る
が
、
今
の
時

点
で
の
開
催
は
、
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
安
全
を
無
視
し
た
無
謀
な
行
為

だ
。中
止
す
る
と
、
I
O
C
に
は
巨
額

の
放
映
権
料
が
入
ら
な
く
な
る
な
ど
、

巨
大
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

I
O
C
は
安
全
よ
り
も
経
済
を
優
先

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

世
田
谷
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

金
井
え
り
子

　

9
月
20
日
、
昨
年
の
台
風
19
号
で

洪
水
被
害
が
あ
っ
た
多
摩
川
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。山
梨
県
の
笠
取
山
を

源
流
部
と
し
て
東
京
を
通
り
、
神
奈

川
県
か
ら
東
京
湾
へ
と
流
れ
て
い
く

多
摩
川
。今
回
は
府
中
か
ら
調
布
、
狛

江
、
世
田
谷
の
各
流
域
を
視
察
。同
じ

川
の
課
題
を
抱
え
る
生
活
者
ネ
ッ
ト

の
調
布
市
議
木
下
や
す
こ
さ
ん
、
狛

江
市
議
ま
つ
ざ
き
淑
子
さ
ん
、
世
田

谷
区
議
田
中
み
ち
子
さ
ん
と
共
に
、

昨
年
の
様
子
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
や

現
状
を
共
有
し
つ
つ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多

摩
川
セ
ン
タ
ー
代
表
の
山
道
省
三
さ

ん
を
講
師
に
多
摩
川
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

府
中
、
調
布
、
狛
江
、
世
田
谷
へ

新
た
な
生
態
系
が
息
づ
く
多
摩

川
の
今

　

ま
ず
は
言
葉
の
定
義
か
ら
。▼
洪

水
と
は
、
川
の
増
水
の
こ
と
▼
水
害

は
洪
水
に
よ
り
財
産
や
命
に
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
▼
堤
防
を
つ
く
っ
た

こ
と
で
堤
防
と
堤
防
の
間
が
川
と

な
っ
た
こ
と
―
―
。私
た
ち
が
川
幅
だ

と
思
っ
て
い
る
の
は
、人
工
的
に
堤
防

で
せ
き
止
め
た
範
囲
の
こ
と
な
の
で

す
！　

そ
の
堤
防
と
堤
防
の
間
を
中

央
は
ま
っ
す
ぐ
速
い
速
度
で
、端
の
方

は
川
べ
り
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
ち
ょ

う
ど
平
泳
ぎ
の
よ
う
に
少
し
遅
く
だ

円
を
描
き
な
が
ら
流
れ
て
い
き
ま

す
。絶
え
ず
流
れ
る
水
の
力
で
川
べ

り
や
川
底
は
削
ら
れ
た
り
、
砂
利
や

流
れ
て
き
た
も
の
が
堆
積
し
た
り
を

繰
り
返
し
、
川
の
状
態
は
常
に
変
化

し
て
い
る
の
で
す
。

　

多
摩
川
の
堤
防
を
歩
き
な
が
ら
、

台
風
19
号
の
時
の
写
真
と
1
年
た
っ

た
同
じ
場
所
を
見
比
べ
ま
し
た
。大
丸

取
水
堰
で
は
茶
色
の
水
の
濁
流
の
写

真
、今
は
水
位
も
低
く
穏
や
か
に
流
れ

て
い
ま
す
。な
ん
と
か
残
っ
た
背
の
高

い
木
だ
け
だ
っ
た
川
べ
り
に
は
、も
う

雑
草
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
来
種
の
ア
レ
チ
ウ
リ
に
覆
わ
れ
て

し
ま
っ
た
木
も
あ
り
ま
し
た
。１
年
た

ち
、新
た
な
生
態
系
が
で
き
あ
が
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

川
は
生
き
て
い
る

多
摩
川
の
自
然
を
活
か
す
水
害

対
策
を
！

　

水
害
対
策
と
し
て
、
多
摩
川
の
自

然
を
形
成
し
て
き
た
樹
木
が
判
断
基

準
も
な
い
ま
ま
一
律
伐
採
さ
れ
た
り
、

川
底
の
掘
削
や
堤
防
整
備
の
一
環
で

堤
防
の
上
の
舗
装
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
は
し
か
し
、
応
急
処
置

的
な
対
策
で
あ
り
、
中
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

昔
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
遊
水
池
、
湿

地
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。川
を

流
れ
て
き
た
種
か
ら
様
々
な
木
や
草

が
は
え
、
そ
れ
に
寄
生
す
る
動
植
物

が
増
え
、
大
き
な
木
も
防
災
林
と
し

て
役
立
っ
て
い
た
の
で
す
。豪
雨
が

あ
っ
て
も
、急
激
な
増
水
に
な
ら
な
い

よ
う
雨
水
を
た
め
て
ゆ
っ
く
り
川
へ

流
す
、そ
れ
が
自
然
に
で
き
て
い
た
の

で
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
の
摂
理
に
倣
い
、

都
市
整
備
部
門
に
対
す
る
提
案
に
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
促
進
の
視
点
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都議会第3回定例会から
機動的議論のために通年議会を！
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

第
3
回
定
例
会
が
閉
会
し
た
。今
議

会
に
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
9
回
目
で
、
3
4
1
3
億

円
。さ
ら
に
、
10
月
1
日
か
ら
東
京
も

対
象
と
な
っ
た
国
の
G
o
T
o
ト
ラ

ベ
ル
に
上
乗
せ
し
て
、
都
民
が
都
内
観

光
す
る
際
に
1
泊
5
0
0
0
円
助
成

す
る
都
内
観
光
促
進
事
業
23
億
円
が

追
加
さ
れ
た
。G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
は
、

制
度
設
計
の
問
題
、
税
金
投
入
が
観
光

業
者
ば
か
り
で
あ
り
、
感
染
対
策
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
、多
く
の
批
判
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
条
例
改
正
案
が
よ
う
や
く
議
案
と

な
っ
た
。こ
れ
ま
で
補
正
予
算
や
条
例

改
正
が
た
び
た
び
専
決
処
分
さ
れ
て

き
た
。こ
の
条
例
は
、4
月
の
制
定
時
も

専
決
処
分
で
、
さ
ら
に
7
月
臨
時
会
閉

会
3
日
後
に
専
決
処
分
で
改
正
さ
れ

た
。機
動
的
に
議
論
で
き
る
よ
う
通
年

議
会
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。議
会

改
革
の
議
論
に
加
え
る
べ
き
だ
。

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例

個
人
デ
ー
タ
保
護
の
議
論
も
進
め
よ

　

新
政
権
は
、
情
報
通
信
技
術
の
利
用

を
前
の
め
り
に
進
め
て
い
る
が
、
理
念

な
き
技
術
と
な
り
か
ね
な
い
。今
回
改

正
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条

例
」
は
、
条
例
名
や
目
的

を
見
て
も
、
民
間
の
企
業

活
動
も
含
め
て
、
国
や
都

が
積
極
的
に
進
め
て
い

る
５
G
や
官
民
連
携

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
動
き
へ
の
ス

多
摩
川
洪
水
箇
所
を
歩
く

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
促
進
で

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

編集後記／安倍政治を引き継ぐ、その言葉通り、菅政権の横暴が始まった。まずは、私たちも折々に傍聴を続けてきた日本学術会議の、その新会員の任命拒否
問題だ。学問の自由と、これに連絡する市民社会の発展を封殺するかの横暴は承服できるものではない。東京電力福島第一原発の処理汚染水の海洋放出も大問
題だ。政府及び経産大臣らによると、今月中にも薄めて放出することを決めるというが、現在ある処理汚染水の 7割には、トリチウムのみならずセシウム 134・
137、ストロンチウム90、ヨウ素 129 などの放射性核種が基準を上回って残留している。東電の表明する二次処理も、その確実性や総量は公表されていない。仮
に二次処理が確実に行われたとしても、環境に流してよい濃度の 10 倍を軽く越えるトリチウム濃度は解消されることはない。放射能は閉じ込め拡散しないことを
前提に、すでに提案されている長期安定保管やモルタル固化処分を含め、海洋放出以外の案についてこそ公開の場で、開かれた議論が行われるべきだ。（加藤）

府中の森郷土博物館近くの多摩川。台風被害から１年がたち、す
べて流された川べりも雑草でいっぱいに。堤防の上は舗装され自
転車がスピードを出して走っていく。川のそばに桜が多いのは、
桜の葉の殺菌効果と、花見客が堤防となる地面を踏み固めるとい
う狙いがあったから、と教えられる。先人の知恵＝グリーンインフ
ラ＝を実感したフィールドワークとなった。2020年9月20日

感染症利権と新型コロナワクチンの危険性
11月12日（木）18：00 ～ 21：00　スペースたんぽぽ（水道橋駅）　講師：天笠啓祐（市民
バイオテクノロジー情報室）　800円、学生400円　要予約　たんぽぽ舎　03-3238-9035

先住民族の遺骨を返せ！　琉球民族とアイヌ民族の訴え
11月13日（金）19：00 ～　渋谷区勤労福祉会館（渋谷駅）　アイヌのたたかいから学ぶ：
上村英明（恵泉女学園大教授／市民外交センター共同代表）　500円　琉球人遺骨返還請
求訴訟を支える会/関東　090-3910-4140

朝鮮学校差別反対集会　官民ヘイトの中で私たちはどう闘うのか
11月21日（土）14：00 ～　文京区民センター 3A室（春日駅、後楽園駅）／オンライン　
講演：安田浩一（ノンフィクションライター）　各地域からの報告　カンパ500円　朝鮮学校
「無償化」排除に反対する連絡会　080-3930-4971

日本原電東海第二原発をとめよう！　11.27集会
11月27日（金）18：15 ～ 20：30　文京区民センター 3A室（春日駅、後楽園駅）　発言：山
崎久隆（たんぽぽ舎）、大石光伸（東海第二原発差止訴訟団）、披田信一郎（東海第二原発の
再稼働を止める会）　500円　とめよう！東海第二原発首都圏連絡会　03-3238-9035

ベランダ発電工作セミナー第6回
12月5日（土）14：00 ～ 16：30　武蔵野スイングスカイルーム（武蔵境駅）　組み立て・持
ち帰りAコース＝25,000円、5組10人まで　見学Bコース＝500円、10人まで　NPOむ
さしの市民エネルギー　FAX0422-36-3767　090-6015-8706

世田谷区二子玉川を流れる多摩川。無堤防区間と、堤防ができたところの境目に、堤防
がわりの大型土のうが大量に積まれていた

まもなく訪れる5G革命。超高速 5G通信は、私たちの生活を劇的に変え
る技術であると喧伝されている。一方で、それは様々なデバイスがネット
ワーキングする世界であり、ハッキングや政府などによる監視のリスクも大
きくなる。「デジタル技術と５Gがもたらすもの—その光と影」をテーマに、
生活者ネットが連続開催してきた学びと意見交換の場で、講師の上田昌
文さん（NPO法人市民科学研究室代表）と。左から東京・生活者ネットワー
ク前都議の小松久子、山内れい子都議、前都議の西崎光子。９月30日


